
 

 

 

 

 

 

 

○「稲田学園の新しい生活様式」を徹底しています！ 
長い臨時休業後、５月途中から登校を開始し、６月に入り、黄

色い帽子の１年生たちも随分と学校生活に慣れてきたようです。

しかし、今後も新型コロナウイルス感染を防ぐ取組は続きます。

そんな中、毎朝、児童生徒会役員や保健委員会の皆さんが、昇降

口で登校してくる児童生徒にアルコール消毒を奨励してくれて

います。 

特に、１年生に対して、具体

的に消毒の仕方をていねいに教えてあげる姿がたくさん見ら

れます。稲田学園では、今後も全体で「稲田学園の新しい生

活様式」を意識しながら、新型コロナウイルス感染症を予防

していきます。 

○ご家庭でも「新しい生活様式」を！ 

文部科学省、県教育委員会から「新しい生活様式」を踏ま

えた家庭での取り組みについて協力のお願いがありました。

次の５点について、ご家庭での実践をお願いします。 

１ 毎日の健康観察（発熱や風邪症状の有無の確認） 

２ 手洗いの励行（家に帰ったらまず手や顔を洗う） 

３ 咳エチケットの徹底 

４ ３密の回避（密閉、密集、密接の回避） 

５ 抵抗力を高める（睡眠、運動、食事） 

 

○ようこそなかよし集会～１年生が学校内を探検しました！～ 
６月４日（木）、２年生が１年生を連れて学校内を案内したり、校庭で楽しく遊んだりすると

いう「ようこそなかよし集会」を実施しました。昨年まではお世話される側だった２年生が、

今度は「先輩」として立派に１年生を案内する姿がほほえましい集会でした。 

 

 

 

 

 

 

（写真）校内を探検していくと校長先生からシールがもらえました。広～い校庭では、バナナ鬼などをして楽しみました 
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○部活動が本格始動！～久々の気持ちのいい汗～ 
６月８日から本格的に部活動が再開されました。２時間という限られた時間ですが、７～９

年生は、暑い中でもきびきびと集中して活動しています。 

地区中体連や地区小中学校音楽祭が中止となり、なかなかモチベーションを維持するには厳

しい状況ですが、顧問教師と共に、運動部は６月末まで、音楽部や美術部はそれぞれの文化行

事が終わるまで活動を続けていくことになっています。保護者の皆さんの励まし、ご協力を今

後ともよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

●広い校庭をぜいたくに使う野球部    ●テニスコートでも体育館でも、ボールを打つ音が心地よく響きます 

 

○学校医による健康診断を再開しました 
6 月に入り、新型コロナウイルス感染症予防のた

め延期してきた健康診断を始めました。学校医の先

生方には、お忙しい中、稲田学園に来ていただき全

児童生徒を丁寧に診ていただいています。長期の休

業期間の影響なども踏まえ、個々の子どもの健康上

の問題点を発見したり、治療の指示をしたりするなど、学校の保健管理を徹底してまいります。 

 

○交通事故ゼロはみんなの願い 
例年であれば、４月当初に安全な登下校の仕方や自転車の乗

り方等を実践的に学習する交通安全教室を開催しますが、今年

度は、新型コロナウイルス感染症予防のため行事が中止となり、

交通安全に関する指導機会が少ない中で経済活動が動き始め、日を追うごとに学校付近の車の

交通量が増えています。安全な登下校、自転車通学生のヘルメット装着の徹底など、学校でも

指導してまいりますが、ご家庭でも交通安全やルール等の確認をよろしくお願いいたします。 

 

★ことばのちから(6)「お礼は２回言いなさい」 
気配りのできる人たちは、必ずお礼を２回（当日と翌日に）言っているような気がします。

そして、児童生徒でもそんな気配りができる子がいます。４～５年前、小学校の校長をやって

いる時のことでした。授業中にある学級にお邪魔して、一人の児童に算数の考え方について助

言をした時、その子から笑顔で「ありがとうございました。」と言われたのですが、なんと翌日

に「昨日は教えていただきありがとうございました。」と２回目のお礼を言われました。私はそ

の時、本当に清々しい気持ちになりました。人への感謝の気持ちを伝える姿勢を、小学生から

学んだのでした。 


